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11 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　10 月 15 ～ 17 日の日程で行われた「第 11 回全国草原サミット・シンポジウ
ム in 上山高原」。最終日に行われたサミットでは、「上山高原サミット宣言」が全
会一致で採択され、参加の全市町が宣言書に署名しました。（関連記事２、３ページ）
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第 11 回

全国草原サミット・シンポジウム  in  上山高原  開催

現地見学会　（15 日、上山高原）

　絶好の秋晴れに恵まれ、自然保護団体関係者
ら約 150 人が現地見学会に参加。NPO法人上
山高原エコミュージアムの小畑和之代表理事に
よる「上山高原の歴史」に関する講話を聞いた
後、３班に分かれてガイドから説明を受けなが
ら高原を散策しました。上山の山頂にある展望
台に登った参加者は、風に揺れて銀色に輝くス
スキの穂と日本海から扇ノ山までを見渡せる
360 度の絶景に感嘆の声を上げていました。

　続いて、参加 11市町村が、それぞれの取組
状況や課題を報告し、草原の再生と保全に向け
た協議を行いました。
　その中で、草原を有する自治体が情報を共有
し、保全対策に連携して行動していくために、
「全国草原自治体ネットワーク」を設立するこ
とが提案され、阿蘇市町村会（熊本県）が事務
局となり設立に向けて活動していくことが承認
されました。

　また、「上山高原サミット宣言」として、自
然環境の保全及び草原再生に向けた取組みの支
援、草原を教育・文化・観光・産業振興に利活
用できる社会環境の整備、草原の大切さと公益
的価値を広くアピールする「全国草原 100 選」
の選定などを全会一致で採択しました。
　次回は、宮崎県の串間市と川南町で 2年後
に開催することを確認し、「第 11 回全国草原
サミット・シンポジウム」を閉会しました。

全国草原サミット　（17 日、佳泉郷井づつや）

　九州地方や中国地方など全
国から 11市町村が参加してサ
ミットが行われました。
　最初に、一昨年に熊本県で行
われた前回の全国草原サミット
の報告を産山村の市原正文村長
が行い、前日のシンポジウムの
報告と問題提起を全国草原再生
ネットワークの高橋佳孝会長が
行いました。
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第 11 回

全国草原サミット・シンポジウム  in  上山高原  開催
　10 月 15 日～ 17 日の 3 日間、上山高原や夢ホールなどで「第 11 回全国草原サミット・シンポジウム
in 上山高原」が行われ、九州地方や中国地方など全国各地から延べ約 500 人が参加しました。

▼問合せ　農林水産課　℡ 82-5626

　約 250 人が参加して始まったシンポジウム。
午前は、基調講演と実践報告が行われました。
　基調講演は、放送大学兵庫学習センター客員
教授の武田義明さんが「草原の再生と生物多様
性」をテーマに講演。牛などの家畜や萱ぶき屋

源化のとりくみ～芸北茅プロジェクト～」、染
谷孝さん（佐賀大学農学部教授）が「野草堆肥
における善玉菌のすばらしい世界」と題し、各
団体の活動や成果などを報告しました。
　午後は、4つの分科会に分かれてそれぞれの
テーマで議論し、それらを持ち寄って、全体会
で議論を深めました。

全国草原シンポジウム　（16 日、夢ホール・町民センター・すこやか～に）

根の減少で、草
原が減少し孤立
化が進み、生物
の多様性が損な
われている現状
を説明。次に、
東お多福山草原
（神戸市）や上

　最後に、シンポジウム宣言と
して、草原の保全活動に関わる
人材の確保と育成、草原を活用
するスモールビジネスの創出、
住民・行政・企業の連携の推進、
草原保全に関わる地域間の情報
交換や学び合いの促進などが確
認されました。

山高原などの取り組み事例を紹介。全国的な課
題として、活動する人の高齢化や活動費用の確
保などを挙げながらも、草原の再生や保全の必
要性を訴えました。
　実践報告には、3団体が登壇。小畑和之さん
（NPO 法人上山高原エコミュージアム代表理
事）が「上山高原と人の歩み　そして再生へ」、
芸北中学校（広島県北広島町）が「ススキ再資

武田義明さん

最後に行われた全体会の様子

芸北中学校の生徒

小畑和之さん 染谷孝さん
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10
月
14
日
、
新
温
泉
町
議
会
議
事
堂
で
、
町

内
の
２
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
3
年
生
12
人
が

参
加
し
て
「
第
3
回
新
温
泉
町
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
小
谷
昂た
か

史ふ
み

さ
ん
（
夢
が
丘
中
）
と

清
水
勝し
ょ
う

大た

さ
ん
（
浜
坂
中
）
が
務
め
、
10
人

の
子
ど
も
議
員
が
町
長
に
対
し
質
問
や
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

　

質
問
内
容
は
、
学
校
や
病
院
の
運
営
、
医
療

や
介
護
の
充
実
、
若
者
定
住
策
、
特
産
品
の
開

発
、
防
犯
対
策
、
空
き
家
の
活
用
方
法
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
町
長
や
担
当
の
管
理
職
の
答
弁

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７

第
３
回

新
温
泉
町
子
ど
も
議
会

前半を担当した小谷議長

後半を担当した清水議長

前列左から、西岡海
み

音
ね

議員（浜坂）、小西伶
れ

旺
お

議員（浜坂）、小谷議長（夢が丘）、清水議長（浜坂）、谷田大
だい

登
と

議員（浜坂）、
大森貴

たか

翔
と

議員（浜坂）　　2 列目左から、岡本操教育長、坂本智
とも

華
か

議員（浜坂）、西川颯
そう

太
た

議員（夢が丘）、邑橋祐
ゆう

樹
き

議員（夢が丘）、
小滝 咲

さくら

議員（夢が丘）、中村心
み

優
ゆ

議員（夢が丘）、小谷穂
ほ

乃
の

佳
か

議員（浜坂）、中井功教育委員、田中幸吉教育委員長、岡本英樹町長

町政のうごきから
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町政のうごきから

文
太
郎
鍋

図
書
館
ま
つ
り 

開
催

第
７
回 

岸
田
川
駅
伝
大
会

　

10
月
23
日
、
第
7
回
岸
田
川
駅
伝
大

会
を
開
催
し
、
62
チ
ー
ム
３
１
０
人
が

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

地
域
（
14
チ
ー
ム
）・
一
般
（
8
チ
ー

ム
）・
中
高
男
子
（
5
チ
ー
ム
）
の
３

部
門
は
、
出
合
河
川
敷
を
午
前
９
時
に

ス
タ
ー
ト
。
雨
模
様
で
の
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
が
、
５
人
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
10
・
6
㎞
先
の
浜
坂
県
民
サ
ン

ビ
ー
チ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

中
高
女
子
（
1
チ
ー
ム
）・
小
学
生

男
子
（
20
チ
ー
ム
）・
小
学
生
女
子

（
14
チ
ー
ム
）
の
３
部
門
は
、
浜
坂
県

民
サ
ン
ビ
ー
チ
を
午
前
10
時
30
分
に
ス

前の走者からタスキを受け取り
勢いよく走り出す小学生

地域・一般・中高男子の 27チームが
出合河川敷を一斉スタート

タ
ー
ト
。
天
候
も
回
復
し
、

岸
田
川
河
口
付
近
を
折
り

返
す
1
周
1
・
5
㎞
の
周

回
コ
ー
ス
で
、
5
人
が
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
地
域
の
部　

居
組

◇
一
般
の
部　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｕ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

◇
中
高
男
子
の
部　

浜
坂
中
Ａ

◇
中
高
女
子
の
部　

浜
坂
中
Ｅ

◇
小
学
生
男
子
の
部　

浜
坂
北
小
Ａ

◇
小
学
生
女
子
の
部　

照
来
小
Ｄ

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

毎
年
10
月
を「
図
書
館
ま
つ
り
月
間
」

と
し
、
10
月
22
日
に
は
、
リ
ピ
ー
ト
山

中
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
人
形
劇
、
文
太
郎

鍋
の
振
る
舞
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

人
形
劇
公
演

　

鳥
取
大
学
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
に
よ
る
公
演
に
は
、
親
子
連
れ
な
ど

１
０
１
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

リ
ピ
ー
ト
山
中　
　
　

　
　

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

　
「
加
藤
文
太
郎
の
歌
」
の
作
詞
・
作

曲
者
で
あ
る
リ
ピ
ー
ト
山
中
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
92
人
が
集
ま
り
、
山
中
さ

ん
の
楽
し
い
ト
ー
ク
と
元
気

な
歌
声
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

℡
82
‐
５
２
５
１

　

子
ど
も
た

ち
は
、
大
き

な
人
形
を
触

ら
せ
て
も

ら
っ
た
り
、

楽
し
い
人
形

劇
を
見
た
り

し
て
、
大
喜

び
で
し
た
。

　

人
形
劇
と
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
の
合
間

に
は
、
毎
年
大
好

評
の
文
太
郎
鍋
を

振
る
舞
い
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で

が
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た  

歯
と
口
の
健
康
管
理

　

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
」
の
日
で
す
。

　

歯
と
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
食
生
活
を
豊
か
に
し
、
快
適
な
人
生
を

送
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

の
各
世
代
に
お
け
る
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
、
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

乳
幼
児
健
診
に
併
設
し
て
1
～
4
歳
の

希
望
者
へ
フ
ッ
素
塗
布
（
1
回
５
０
０

円
）、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◆
就
学
前
（
５
歳
）

　

永
久
歯
が
生
え
始
め
、
特
に
咀そ

嚼し
ゃ
くの

中
心
と
な
る
第
一
大
臼
き
ゅ
う

歯し

が
生
え
始

め
る
時
期
で
す
。
前
歯
の
歯
肉
と
歯
の

境
界
、
奥
歯
に
注
意
し
て
、
仕
上
げ
磨

き
を
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
就
学
前
健

診
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
必
ず
む
し
歯
を
治
療
し
て

か
ら
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
ょ
う
。

◆
小
学
生

　

乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
生
え
か
わ
る
時

期
。
自
分
で
き
ち
ん
と
磨
け
な
い
低
学

年
に
は
仕
上
げ
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

乳
歯
が
む
し
歯
に
な
る
と
永
久
歯
の
歯

並
び
に
影
響
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
近
年
、
噛
み
あ
わ
せ
の
悪
い
子

ど
も
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
乳
歯
の
む

し
歯
も
し
っ
か
り
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
全

員
に
、
歯
科
健
診
時
に
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

◆
中
学
生

　

親
知
ら
ず
を
除
い
た
す
べ
て
の
永
久

歯
が
生
え
そ
ろ
い
ま
す
。
思
春
期
は
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
や
生
活
の
変

化
に
よ
り
、
歯
肉
炎
が
起
き
や
す
く
、

町
内
で
も
歯
肉
炎
に
な
る
中
学
生
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
歯
と
歯
茎
の
境
目
に

つ
い
た
歯
垢
が
原
因
で
歯
肉
が
赤
く
腫

れ
る
歯
肉
炎
は
、
歯
磨
き
時
に
出
血
を

起
こ
し
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
家
庭
で
も
続
け
ま

し
ょ
う
。
飲
み
物
や
食
事
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
成
人

　

20
歳
か
ら
歯
周
病
が
急
増
し
、
40
歳

か
ら
歯
の
喪
失
が
増
加
し
ま
す
。
歯
周

病
は
全
身
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
糖
尿
病

や
動
脈
硬
化
、
心
疾
患
に
も
影
響
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

歯
周
病
は
生
活
習
慣
と
大
き
な
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
、
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
、
よ
く
噛
ま
ず

に
食
べ
る
、
間
食
が
多
い
、
夜
ふ
か
し

を
し
て
し
ま
う
、
な
ど
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。か
か
り
付
け
歯
科
医
を
持
ち
、

定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は

町
ぐ
る
み
健
診
に
合
わ
せ
て
歯
周
病
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
期

　

歯
の
喪
失
が
進
み
、
入
れ
歯
を
装
着

す
る
人
が
急
増
し
ま
す
。
ま
た
、
顎
の

筋
力
が
低
下
し
ま
す
。
噛
め
な
く
な
る

と
脳
細
胞
へ
の
刺
激
が
少
な
く
な
り
、

認
知
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。
よ
く
噛
む

こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
の

死
因
の
大
部
分
を
占
め
る
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎

は
、
飲
み
込
む
力
が
低
下
す
る
こ
と
や

歯
周
病
菌
が
肺
に
感
染
す
る
こ
と
が
原

因
で
す
。
入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
る
人

は
特
に
お
口
の
中
に
細
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
、入
れ
歯
に
細
菌
が
付
着
す
る
と
、

歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起
こ
す
原
因
に
な
る

た
め
、
入
れ
歯
を
毎
日
清
掃
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
口
腔
内
も
、
ス
ポ
ン
ジ
ブ

ラ
シ
や
舌
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
用
し
て
磨

く
な
ど
口
腔
ケ
ア
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
胎
児
期
・
妊
娠
期

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
や
つ
わ
り
の
影
響
か

ら
歯
周
病
原
菌
が
増
殖
し
や
す
い
の

で
、
う
が
い
や
歯
磨
き
に
よ
り
口
腔
内

を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。
細
菌
が
、
早

産
や
低
出
生
体
重
児
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。
妊
婦
は
定
期
的
な
歯
科
健
診
が

必
要
で
す
。
町
で
は
妊
婦
歯
科
健
診
を

1
回
分
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
乳
幼
児
期
（
０
～
４
歳
）

　

乳
歯
は
、
生
後
６
～
８
か
月
頃
か
ら

生
え
始
め
、３
歳
頃
に
生
え
揃
い
ま
す
。

そ
の
前
後
の
２
～
３
年
が
最
も
む
し
歯

に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
寝
る
前
に

は
し
っ
か
り
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。間
食
は
時
間
と
量
を
決
め
、

清
涼
飲
料
水
や
炭
酸
飲
料
に
よ
る
酸
蝕

歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
飲
ん
だ
あ

と
の
ケ
ア
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ

う
。
大
人
と
の
食
器
や
箸
の
共
有
は
避

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
町
で
は
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子
ど
も
の
医
薬
品
の
誤
飲
に
注
意
!!

年
齢
に
よ
っ
て
誤
飲
の

仕
方
は
変
わ
り
ま
す

◆
6
ヶ
月
～
1
歳
半
頃

　

身
近
に
あ
る
も
の
を
何
で
も
口
に
入

れ
る
時
期
で
す
。

▽
本
来
口
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
い
も

の
で
も
口
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
塗
り
薬
、
錠
剤
、
口
紅
、
ク
レ
ヨ
ン
、

電
池
、
た
ば
こ
、
保
冷
剤　

等
）

▽
包
装
ご
と
口
に
入
れ
て
噛
ん
だ
り
、

袋
を
噛
ん
で
破
い
た
り
し
て
医
薬
品

を
取
り
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
1
歳
半
～
2
歳
に
か
け
て

　

周
り
へ
の
興
味
関
心
が
高
ま
る
時
期

で
す
。
保
護
者
の
ま
ね
を
し
て
誤
飲
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
足
場
を
使
っ
て
高
い
場
所
に
あ
る
医

薬
品
を
取
り
出
せ
る
時
期
で
す
。

▽
大
人
用
の
医
薬
品
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▽
包
装
容
器
を
自
分
で
開
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◆
2
歳
頃
～

　

手
足
や
脳
が
発
達
し
て
、
興
味
を

持
っ
た
も
の
を
好
ん
で
取
る
時
期
で

す
。

▽
甘
く
味
付
け
さ
れ
た
水
薬
を
ジ
ュ
ー

ス
と
間
違
え
て
多
量
に
飲
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。	

▽
医
薬
品
を
ド
ロ
ッ
プ
、
ゼ
リ
ー
等
の

お
菓
子
と
間
違
え
て
食
べ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

医
薬
品
の
誤
飲
を
防
ぐ

た
め
に
…	

　

次
の
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
薬
品
は
子
ど
も
の
手
が
届
か
な

い
、
見
え
な
い
場
所
に
保
管
す
る
。

▼
取
り
出
し
に
く
い
容
器
に
入
れ
て
保

管
す
る
。

▼
子
ど
も
が
見
て
い
る
時
に
薬
を
飲

ま
な
い
よ
う
に
す
る
。（
子
ど
も
が

大
人
の
真
似
を
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
）も

し
医
薬
品
を
間
違
え
て

飲
ん
で
し
ま
っ
た
ら
…

▼
子
ど
も
の
状
態
や
薬
の
名
前
、
飲
ん

だ
量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
直
ち
に
次
の
相
談
機
関
に
連
絡
す
る

か
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
機
関

　

但
馬
地
域
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
９
９
８
８

　

小
児
救
急
電
話
相
談

　

℡		

＃
８
０
０
０

　

大
阪
中
毒
１
１
０
番

　

℡
（
０
７
２
）
７
２
７
‐
２
４
９
９

　

国
内
で
子
ど
も
の
医
薬
品
等
の
誤
飲
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
の
報

告
で
、
誤
飲
対
象
が
「
タ
バ
コ
」
を
抜
い
て
「
医
薬
品
・
医
薬
部
外
品
」
が
1
位
に

な
り
ま
し
た
。
医
薬
品
に
は
誤
飲
す
る
と
、
重
い
中
毒
症
状
が
出
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
（
向
精
神
薬
、
気
管
支
拡
張
剤
、
血
圧
降
下
剤
及
び
血
糖
降
下
剤
）
が
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916
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～	便利で確実な口座振替をご利用ください	～
　町税の納付には、便利で確実な口座振替をお勧めし
ます。払い込みに行く手間が省け、
納め忘れもありません。
　手続は、但馬銀行、みなと銀行、
但馬信用金庫、鳥取信用金庫、たじ
ま農協、兵庫県信漁連または郵便局
の窓口、新温泉町役場、温泉総合支
所で受け付けています。

　

町
税
は
、
教
育
、
福
祉
、
公
共
施

設
の
整
備
、
道
路
の
建
設
な
ど
、
町

の
あ
ら
ゆ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

財
源
で
す
。

　

町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
に
影

響
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
督
促
状
の
発
送
な
ど
本

来
必
要
の
な
い
経
費
を
使
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
納
期
限
ま
で

に
き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
大
多
数

の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に

不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
積
極
的
な

差
押
え
の
執
行
な
ど
、
厳
し
い
姿
勢

で
収
税
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◆
問
合
せ　

税
務
課		

収
税
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
３
１
１
３

ストップ！	町税滞納
～町税の徴収率向上をめざして～

徴収率の推移（各年度末）
滞
納
の
現
状

　

徴
収
率
は
、
現
年
度
分
に
つ
い
て
平

成
27
年
度
が
97
・
7
％
と
な
り
、
近
年

少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全

体
で
は
89
・
9
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
末
に
お
い
て
約

1
億
9
千
万
円
が
滞
納
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
財

源
確
保
の
た
め
に
も
、
更
な
る
徴
収
率

の
向
上
に
務
め
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

失
業
や
病
気
に
よ
り
働
け
ず
収
入
が

無
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
期

限
内
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
放
置

せ
ず
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

特
別
な
事
情
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
一
定
期
間
納
税
を
お
待
ち
す
る
、

分
割
で
納
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
実
情

に
合
っ
た
納
税
方
法
を
い
っ
し
ょ
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

不
公
平
と
な
る
税
の
滞
納
は

放
置
し
ま
せ
ん
！



9 広報しんおんせん（11月号）

H28（2016）.11.10

税
の
滞
納
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

納
税
し
た
の
に
督
促
状
が
届
き

ま
し
た
。
ど
う
し
て
で
す
か
？

Ａ　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
場

合
は
、
督
促
状
が
届
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
行
き
違
い
を
避
け
る
た

め
に
も
、
期
限
内
に
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ　

町
税
を
納
め
忘
れ
て
、
納
期
限

を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
納
期

限
を
過
ぎ
た
納
付
書
で
納
め
ら
れ

ま
す
か
？

Ａ　

そ
の
ま
ま
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
税
務
課
収
税
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

納
付
書
を
紛
失
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す

か
？

Ａ　

再
発
行
し
て
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
そ

の
場
で
発
行
し
ま
す
。　

Ｑ　

本
人
の
承
諾
を
得
ず
に
差
押
え

さ
れ
ま
し
た
が
、
問
題
な
い
の
で

す
か
？	

Ａ　

法
律
で
は
事
前
の
連
絡
や
そ
の

承
諾
が
無
く
て
も
差
押
え
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
税
務

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
て
、

預
金
の
残
高
不
足
の
た
め
、
引
き

落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
？	

Ａ　

預
金
の
残
高
不
足
に
よ
り
引

き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
納
期
限
の
翌
月
の
５
日
頃
に

「
再
振
替
通
知
書
」
が
発
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
再
振
替
日
の
前
日
ま

で
に
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

れ
で
も
引
き
落
と
し
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。

◆
預
貯
金
の
場
合

　

預
貯
金
を
強
制
的
に
徴
収
し
、
税

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◆
保
険
の
場
合

　

強
制
的
に
解
約
し
、
返
戻
金
が
税

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◆
不
動
産
の
場
合

　

登
記
簿
に
「
差
押
」
の
記
録
が

残
り
、
売
買
・
名
義
変
更
・
抵
当

権
設
定
な
ど
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。

　

差
押
え
さ
れ
る
と
、
財
産
の
処
分

が
で
き
な
い
な
ど
の
他
に
、
周
囲
の

信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　新温泉町の
　　差押執行状況

（平成 27 年度）
種類 件数
預		金 18
保		険 　1
給与他 　3
計 	22

町
税
を
滞
納
す
る
と
…

◆
督
促
状
の
発
送

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
人
に

は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

◆
文
書
・
電
話
な
ど
の
催
告

　

督
促
状
発
送
後
も
納
税
が
な
い
人

に
は
、
文
書･

電
話
等
で
催
告
を

し
ま
す
。　

		

◆
滞
納
処
分

　

そ
れ
で
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合

は
、
財
産
調
査
（
給
与
・
預
貯
金
・

保
険
・
不
動
産
の
調
査
な
ど
）
を

行
い
ま
す
。　
　

　

そ
し
て
、町
税
を
確
保
す
る
た
め
、

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人

と
の
公
平
を
保
つ
た
め
に
、
法
律

の
定
め
に
よ
り
、
財
産
の
差
押
え

を
行
い
ま
す
。

差
押
え
さ
れ
る
と
…

◆
給
与
の
場
合

　

毎
月
の
給
与
か
ら
一
定
額
が
、
会

社
か
ら
町
へ
支
払
わ
れ
、
税
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
滞
納
が
な
く
な
る

ま
で
毎
月
続
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
！
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歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議 会 費 99,155 52,075 52.5	

総 務 費 1,252,338 378,219 30.2	

民 生 費 2,190,638 696,130 31.8	

衛 生 費 1,279,520 697,571 54.5	

労 働 費 24,303 8,908 36.7	

農林水産業費 706,067 138,610 19.6	

商 工 費 622,234 258,007 41.5	

土 木 費 1,152,963 338,919 29.4	

消 防 費 559,140 181,107 32.4	

教 育 費 670,507 290,177 43.3	

災 害 復 旧 費 5 0 0.0	

公 債 費 1,463,491 719,646 49.2	

諸 支 出 金 116,000 0 0.0	

そ の 他 18,160 0 0.0	

合計 10,154,521 3,759,369 37.0 

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町 税 1,386,476 804,570 58.0	

地 方 譲 与 税 99,500 22,241 22.4	

各 種 交 付 金 234,900 157,524 67.1	

地 方 交 付 税 4,857,399 3,286,557 67.7	

分担金及び負担金 9,183 3,541 38.6	

使用料及び手数料 247,618 108,212 43.7	

国 庫 支 出 金 626,357 90,325 14.4	

県 支 出 金 783,388 88,186 11.3	

財 産 収 入 10,422 5,872 56.3	

繰 入 金 12,706 0 0.0	

諸 収 入 390,447 65,869 16.9	

町 債 1,495,086 0 0.0	

寄 附 金 501 1,065 212.6	

そ の 他 538 538 100.0	

合計 10,154,521 4,634,500 45.6 

表２【一般会計歳出】 表１【一般会計歳入】

　平成 28年度上半期（4月～ 9月）
　　　　　財政状況をお知らせします

　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているのかを町民の皆さんに広
く知っていただくために財政状況を公表しています｡
　今回は、平成 28 年度 9 月末現在の予算執行状況、財産・町債及び一時借入金の現在高
についてお知らせします｡ 　　　　　　　　　   ◆問合せ　総務課　財政係　℡ 82-3111

財産、町債、基金などの状況

　町債は、建設事業などを行うために借り入れたお金で、
町全体の借入残高は 216 億 80万円となっています（表
５）。一時的な支払資金とする一時借入金の合計額は、
公立浜坂病院の 7億円です（表６）。
　緊急的な自然災害等に対応するため資金を積み立てて
いる基金等の合計額は、35億 9249 万円です（表７）。

歳入と歳出の状況
　平成28年度一般会計予算の総額は、
9月末現在で101億5452万1千円です。
　収入済額は、46 億 3450 万円、予
算額に対する収入率は 45.6％です。
また、支出済額は 37 億 5936 万 9千
円、予算額に対する支出率は 37.0％
です（表１、表２）。



11

町政のうごきから

広報しんおんせん（11月号）

H28（2016）.11.10

表４【公営企業会計】

会　　計　　名 町債残高
一般会計 12,712.5	
国民健康保険事業特別会計 12.5	
水道事業会計 2,038.6	
公立浜坂病院事業会計 1,092.1	
下水道事業会計 5,745.1	

合　　　　計 21,600.8 

表７【基金等現在高】

表５【町債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,359,843 824,969 35.0	 1,115,082 47.3	
介護保険事業特別会計 1,709,217 713,525 41.7	 698,378 40.9	
浜坂地区残土処分場事業特別会計 83,453 15,770 18.9	 5,968 7.2	
温泉地区残土処分場事業特別会計 22,788 7,585 33.3	 9,530 41.8	
七釜温泉配湯事業特別会計 12,637 8,089 64.0	 1,287 10.2	
後期高齢者医療特別会計 215,634 59,852 27.8	 56,336 26.1	

合　　　　　　　計 4,403,572 1,629,790 37.0 1,886,581 42.8 

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病　院
事　業

予算現額 1,245,836 1,480,893 201,241 201,241
収入・支出済額 627,636 591,559 68,115 43,339
収入・支出率（％） 50.4 39.9 33.8 21.5

水　道
事　業

予算現額 439,131 455,560 529,594 740,984
収入・支出済額 132,254 97,670 0 171,320
収入・支出率（％） 30.1 21.4 0.0 23.1

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 55,064 41,862 2 76,372
収入・支出済額 18,286 8,170 0 28,150
収入・支出率（％） 33.2 19.5 0.0 36.9

下水道
事　業

予算現額 1,123,146 1,123,146 44,000 479,213
収入・支出済額 383,177 129,672 0 216,409
収入・支出率（％） 34.1 11.5 0.0 45.2

◆公有財産

公用財産 土地 18,177	㎡
建物 7,178㎡

公共用財産 土地 739,914㎡
建物 117,145㎡

普通財産 土地 3,269,630㎡
建物 10,358㎡

山　　林 所有 2,982,165㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 26施設
物　　権 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 369,025 千円

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
公立浜坂病院事業会計 700,000

合　　　　計 700,000

◆基　　金 基金残高
財政調整基金 2,682,653
地域振興基金 300,000
土地開発基金 49,762
減債基金 24,794
ふるさと水と土保全対策基金 2,597
ふるさとづくり基金 2,677
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 180,421
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 70,902
下タ山公共建設残土処分場事業基金 150,896
十字谷残土処分場整備基金 118,988
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 7,476
二日市温泉配湯事業施設整備基金 1,081

合　　　　計 3,592,490
※基金とは、特定の目的のために財産（現
金、土地など）を維持・運用するための
もので、家計では貯金にあたります。

（単位：百万円）

（単位：千円）

※一時借入金とは、年度内の不足資金に対して一
時的に借り入れているものです。

※町債とは、資金調達のため負担する債務（借金）で、
その返済が１会計年度を超えるものです。

表 7 関係
　※公用財産とは、町が事務や事業を行うため、自らが直接使
　　用することを目的とするもの（庁舎など）
　※公共用財産とは、住民が共同使用することを目的とするも
　　の（学校、保育所、公園、下水道処理施設など）

（単位：千円）

表３【特別会計】
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　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名
公立浜坂病院 2
階病棟トイレ改
修工事

二日市 2階病棟トイレ改修（3箇所、車椅
子用トイレの設置） 11,880,000 平成 28年 9月 16日	～

	平成 28年 10月 31日
㈱大有工舎

町道久谷 13号線
1号橋橋梁修繕工
事

久谷

橋長10.00ｍ	幅員（全幅）2.20m	
橋梁現場塗装工1式（塗替塗装27
㎡）、コンクリート埋込工1式、
床版工1式、断面修復工1式、排
水施設工1式、仮設工1式、構造
物撤去工1式

6,264,000
平成 28年 9月 30日～
平成 29年 3月 25日 ㈲久瀬工務店

町道三谷 17号線
村ノ下橋橋梁修
繕工事

三谷

橋長7.00ｍ	幅員（全幅）3.00m	
橋梁修繕工（断面修復工）1式、舗
装打換工17㎡、橋面防水工18㎡、
伸縮装置設置工1式、橋梁付属物
工1式、構造物撤去工1式

4,104,000
平成 28年 9月 27日～
平成 29年 3月 25日 ㈲富士建設

町道対田 2号線
新野谷 1号橋橋
梁修繕工事

対田

橋長8.00ｍ	幅員（全幅）4.48m	
橋梁現場塗装工1式（塗替塗装22
㎡）、コンクリート埋込工1式、
コンクリート舗装工1式、仮設工
1式、構造物撤去工1式

5,778,000 平成 28年 9月 29日～
平成 29年 3月 25日

㈱重機建設水田組

町道二日市古市
線（第 3工区）
舗装修繕工事

新市	
古市

L=172.3ｍ	W=5.65 ～ 13.40ｍ		
【補助】土工N=130㎥、構造物取
壊工A=1,280㎡、舗装工A=1,280
㎡、安全費N=18.0人

10,692,000 平成 28年 10月 1日～
平成 28年 12月 31日

㈱三島組

町道浜坂東線（第
1工区）舗装修繕
工事

浜坂

L=151ｍ	W=7.05 ～ 8.15ｍ	
【補助】構造物取壊工A=820㎡、舗
装工A=820㎡、安全費N=9.0人	
【単独】構造物取壊工A=320㎡、舗
装工A=320㎡

7,236,000 平成 28年 10月 1日～
平成 28年 12月 31日

山陰道路㈱

町道二日市指杭
線（ 第 2 工 区 ）
道路改良工事

田井	
指杭

L=1,020ｍ	
土工N=1.0式、水路工L=410m、
擁壁工N=1.0式、暗渠工L=35m、
ボックスカルバートL=11.0m、舗
装工A=4,160㎡、雑工N=1.0式

42,320,880 平成 28年 10月 17日～
平成 29年 3月 29日

立道建設㈱

（平成 28年 9月 16日～平成 28年 10月 15日契約分）

全
国
万
葉
短
歌
大
会

万
葉
大
賞
受
賞

　

西
村
徹
さ
ん
（
浜
坂
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
作
品

「
こ
れ
が
腕
、
顎
骨
で
す
と
説
明
受
け

　

度
胸
を
決
め
し　

幼お
さ
なも
拾
う
」

　

毎
年
10
月
、
歌
人
「
大
伴
家
持
」
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
富
山
県
高
岡
市
で
開

か
れ
て
い
る
「
高
岡
万
葉
ま
つ
り
」
に

合
わ
せ
て
開
か
れ
て
い
る
大
会
で
、
一

般
の
部
に
出
品
し
た
７
３
９
首
の
内
か

ら
選
ば
れ
た
大
賞
２
首
の
う
ち
の
１

首
。
作
品
は
、
１
０
１
歳
で
亡
く
な
っ

た
祖
母
の
お
骨
を
拾
う
５
歳
の
め
い
の

様
子
を
歌
っ
た
も
の
。

　

西
村
さ
ん
は
、
言
葉
の
言
い
回
し
の

面
白
さ
に
魅
か
れ
短
歌
の
世
界
へ
。
今

回
の
受
賞
を
受
け
「
大
変
光
栄
で
す
。

こ
れ
を
励
み
に
さ
ら
に
良
い
歌
を
つ
く

り
た
い
」と
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【 

種
牛
の
部
１
部 

】（
１
月
か
ら
３
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　

		

１
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
オ
ス　

38
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

か
ね
ひ
さ　
　
　
　

飯
野
・
中
井　

勝

　
　
　
　
　

二
席　

さ
か
え　
　
　
　
　

春
来
・
田
中
房
夫

　
　
　
　
　

三
席　

に
し
き
や
ま　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

　
　
　
　
　

四
席　

み
は
る　
　
　
　
　

丹
土
・
但
馬
牧
場
公
園

　
　
　
　
　

五
席　

ま
る
ひ
さ
28　
　
　

飯
野
・
村
尾
和
広

　
　
　
　
　

六
席　

よ
し
ふ
く
て
る　
　

海
上
・
植
田
秀
作

【 

種
牛
の
部
２
部 

】（
４
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

25
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

ふ
く　
　
　
　
　
　

春
来
・
田
中
房
夫

　
　
　
　
　

二
席　

き
よ
み
6　
　
　
　

多
子
・
竹
下
千
江
子

　
　
　
　
　

三
席　

の
り
こ
す
ぎ
28　
　

飯
野
・
村
尾
千
代
美

　
　
　
　
　

四
席　

と
し
よ
し
ひ
さ　
　

飯
野
・
中
井
の
り
子

【	

肉 

用 

牛 

の 

部 

】   （
概
ね
７
月
末
ま
で
に
去
勢
し
た
牛　

15
頭
）

　

金　

賞　

一
席　

三
乃
里　
　
　
　
　

切
畑
・
倉
田
拓
磨

　
　
　
　
　

二
席　

芳
福　
　
　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

三
席　

亜
里
紗　
　
　
　
　

中
辻
・
高
美　

治

　
　
　
　
　

四
席　

芳
福　
　
　
　
　
　

多
子
・
中
西
円
吉

　
　
　
　
　

五
席　

秀
悠　
　
　
　
　
　

塩
山
・
山
本
郁
夫

第
11
回 

新
温
泉
町
子
牛
共
進
会

　

10
月
4
日
、
歌
長
の
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
「
第
11
回
新
温
泉

町
子
牛
共
進
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
和
牛
改
良
と
畜
産
振
興
へ
の
意
欲
向
上

な
ど
を
め
ざ
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で

に
生
ま
れ
た
78
頭
が
、
体
（
頭
、
胴
、
脚
）
の
バ
ラ
ン
ス
や
発
育
状
況
、
皮
膚
、

毛
並
み
な
ど
の
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
審
査
員
長
の
村
尾
忠
司
・
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

畜
産
課
長
は
「
猛
暑
の
影
響
を
心
配
し
た
が
、例
年
並
み
の
発
育
に
安
心
し
た
。

今
後
の
家
畜
市
場
に
期
待
し
た
い
」
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。

　

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

農
政
畜
産
係　

℡
82
‐
５
６
２
６

種牛の部１部で一等賞一席に選ばれた「かねひさ」号



H28（2016）.11.10

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

▼
申
込
期
間

　

11
月
28
日（
月
）
～
12
月
9
日（
金
）

▼
募
集
す
る
園
・
申
込
み
先

※
入
園
申
込
書
は
各
園
に
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て
い
て

継
続
利
用
希
望
の
方
は
、「
支
給
認

定
現
況
届
」の
提
出
に
な
り
ま
す
。

▼
保
育
料

◇
教
育
認
定　

１
万
円（
給
食
費
含
む
）

◇
保
育
認
定

◎
保
育
認
定
は
、「
保
育
標
準
時
間
」と

「
保
育
短
時
間
」の
区
分
に
よ
り
保
育

料
が
異
な
り
ま
す
。

◎
保
育
料
の
額
は
、
保
護
者（
生
計
の

中
心
者
が
児
童
の
父
母
以
外
の
場
合

は
そ
の
中
心
者
も
含
む
）の
住
民
税

の
課
税
状
況
に
よ
り
区
分
し
た
金

額
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
基
準
に
よ
り
多
子
世
帯
保

育
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
入
基
準
及
び
入
園
対
象
者

認定区分 対象年齢 対　象　者

1 号認定
（教育認定）

3～ 5歳児 3歳以上で、保育を必要とせず、教
育を希望される場合

2号認定
（保育認定）３～５歳児

3歳以上で保護者の就労や出産など
の理由で、保育を希望される場合

３号認定
（保育認定）

０～２歳児 ０～２歳児で保護者の就労や出産な
どの理由で、保育を希望される場合

園　名 電話番号

町
立

浜坂
認定こども園 82-1360

大庭
認定こども園 82-1239

ゆめっこ
認定こども園 92-1095

私
立
明星
認定こども園 82-4831

				

浜
坂
・
大
庭
・
ゆ
め
っ
こ
・
明
星
認
定
こ
ど
も
園

　
　

平
成
29
年
度	

入
園
児
募
集

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

こ
ど
も
育
成
係

　

℡
82
‐
５
６
２
７（
ま
た
は
各
園
へ
）

兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校幼稚部
平成 29年度　入学幼児募集

　本校幼稚部では、平成 29 年 4 月 1 日現在で
3 歳から 5 歳までの幼児若干名を募集します。
　出願を希望される方は、必ず事前に本校教育
相談係まで連絡してください。
▼募集対象幼児
　聴覚に障害のある幼児
▼入学願書受付期間　
　平成 29年 1月 10日（火）～ 1月 20日（金）
　午前 9時～午後 4時
　※土、日を除く
▼入学選考会
　平成 29年 2月 1日（水）
　午後１時 30分～ 3時
▼問合せ
　兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校　教育相談係
　〒 668-0047　豊岡市三坂町 2番 9号
　℡（0796）22-2114
　Fax（0796）24-5216
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　野原や道端を歩くと、知らない間に衣服にくっ
ついている草の実。「秋の山歩きはこれがいやよ
ね」と言いながら、ズボンの裾を払っている人が、
「粘っこいのもあるみたい」と払いきれない様子。
振り返ると、通り過ぎてきた道にコメナモミが群
生していました。
　コメナモミ（小雌菜揉）はキク科の 1年草で、
弥生時代に中国から渡来したと伝えられる帰化植
物です。オナモミ、メナモミ、コメナモミの順に
渡って来たということですが、その頃から薬草と
しての役目を果たしていたのでしょうか。ナモミ
という名前は、本種やオナモミ、メナモミ、など
の若い実を米糀

こうじ

や小豆などと揉み合わせて薬にし
たことから名付けられたとのことです。草丈は
60～ 100㎝で直立し、枝先や茎頂に２㎝ほどの
花をつけます。花は黄色い筒状の花とそれを囲む
舌状花、更にその周りを琳

りん

片
ぺん

や総
そう

苞
ほう

片
へん

が囲んでい
ます。鱗片や総苞片には粘液質の腺

せん

があり、これ
が衣服や動物の体にくっついて運ばれます。茎は
紫
し

褐
かっ

色
しょく

を帯びてわずかに伏毛があり、葉は対生、
卵形で縁に不揃いな鋸歯があり、先は尖っていま
す。また、葉柄は葉の組織が流れて翼となってい
ます。
　よく似たメナモミはコメナモミより大型で、茎
に毛が多く、葉を触るとビロードのような感触が
あります。また、メナモミの花柄には腺毛が混じ
ることも、コメナモミとの相違点です。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

コメナモミ
	（キク科）

 野草散歩（71) 国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

老齢基礎年金の額を増やしたい方
に「付加年金」制度

　65 歳から支給される老齢基礎年金の受給額をも
う少し引き上げたいとお考えの方には、「付加年金」
という制度が設けられています。
◆付加保険料と付加年金の額
　月額 400 円の付加保険料を納めることで、「200
円×付加保険料を納めた月数」の式で計算された額
を、老齢基礎年金に上乗せして受け取ることができ
ます。
【例：付加保険料を 10年間納付した場合】
▽付加保険料の納付額（10年間）
　400 円× 10年× 12ヶ月＝ 48,000 円
▽付加年金の受給額（年額）
　200 円× 10年× 12ヶ月＝ 24,000 円
※納付月数が何月の場合でも、付加年金を２年間受
給すると、納付した付加保険料の総額と同額にな
ります。

◆付加保険料を納付できる方
▽自営業者など、国民年金の第１号被保険者に限定
▽ 60 歳以上 65 歳未満の方など、国民年金の任意
加入者も付加保険料を納めることができます。
▽全額免除・一部免除など、保険料を免除されてい
る方、国民年金基金に加入中の方は付加保険料を
納付できません。

◆留意事項
▽付加保険料を納めるためには申込みが必要です。
▽いつでも任意のときに申し出て、その納付をやめ
ることができます。（その場合でも掛け捨てには
なりません。）
▽納付期限は、翌月末日となっています。（納付期
限を過ぎても、期限から２年間は付加保険料を納
めることができます。）
▽付加保険料は定額であり、物価スライドによる増
減はありません。

◆付加保険料の手続きと相談先
　町民課または温泉総合支所地域振興課住民係、日
本年金機構豊岡年金事務所のいずれかの窓口までお
願いします。
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「11月のおすすめの本」
ご案内

季節の暮らしと服支度
内田彩仍著/主婦と生活社

　季節ごとの服支度、記念日や年中行事
を大切にする、日々のささやかな暮らし
の楽しみ方など、おしゃれでシンプルな
生活を楽しむヒントがいっぱい詰まった
１冊。あなたも季節を感じる暮らしをは
じめてみませんか。

介護ヘルパーにたのめること、たのめないこと
松川竜也他監修/自由国民社

　介護保険サービスで「何を」「どうした
ら」「いくらぐらいで」頼めるのか。頼め
ない場合の解決策は？本当に知りたかっ
た具体的な事例を、現場のケアマネー
ジャーがわかりやすく丁寧に伝授してく
れます。

くるり　丹波・篠山
　ウエストプラン編著 / 西日本出版社

　ゆったりのんびり近場の楽園へでかけ
てみませんか。里山グルメや居心地のい
いカフェ。古民家や農家民宿での静かな
時間。ご朱印でめぐる神社仏閣。歴史を
訪ねるお散歩マップなど、食べる・遊ぶ・
買うの情報が満載。

ビアトリクス・ポターとかわいそうなテンジクネズミのはなし
デボラ・ポプキンソン文 , シャーロット・ヴォーグ絵 / ＢＬ出版

　絵本「ピーターラビット」の作者、ビ
アトリクス・ポター。子どもの頃に、動
物園のように沢山の生き物がいる家で暮
らしていた彼女の日記の中から、動物を
愛してやまないエピソードを描き、生誕
150 年を記念して出版された絵本。

天女銭湯
ぺク・ヒナ作 / ブロンズ新社

　私の住んでいる町にある古い銭湯、そ
こにお母ちゃんと通い続けていた私は、
ある日すごい天女のばあちゃんと会った。
なんでも羽衣をなくしてしまいそこにい
るらしい…。粘土人形で描かれたユーモ
アたっぷりの魅力的な絵本。

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

大人が集うおはなし会　　    
互いに絵本や詩を読むこと・聞くこ
との楽しさを体験してみませんか。
◆11月14日（月）　午前10時30分～

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆11月26日（土）　午後2時～
　『まじょがかぜをひいたらね』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

移動図書館車巡回日の変更  
11月の移動図書館車の運行日程を次
のとおり変更します。
◆対象地域　三尾方面
◆運行日　変更前　11月 23日（水）
　　　　　変更後　11月 30日（水）

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

　

場
合
に
は

　

既
存
の
住
宅
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
屋
根

の
部
材
の
寸
法
や
間
隔
な
ど
を
確
認

し
、
パ
ネ
ル
の
荷
重
が
加
わ
っ
て
も
変

形
が
生
じ
な
い
強
度
が
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

設
置
を
検
討
す
る
場
合
は
、
数
社
か

ら
見
積
も
り
を
取
っ
て
、
必
要
性
も
含

め
て
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
な
相
談
も
あ
り
ま
す
！

　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
雪
や
大
雨
な

ど
が
あ
た
り
、近
隣
の
窓
が
割
れ
た
り
、

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
が
壊
れ
、
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
た
な
ど
の
相
談
が
あ
り

ま
す
。
設
置
に
際
し
て
事
前
に
事
故
が

起
き
な
い
か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

形
づ
く
り
ま
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト

の
動
き
は
、
現

在
も
伊
豆
半
島

を
本
州
に
押
し

込
み
続
け
て
い

て
、
緩
や
か
な

地
殻
変
動
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

約
２
千
万
年
前
、
本
州
か
ら
数
百
㎞

南
の
海
底
に
沈
ん
だ
火
山
で
し
た
。
そ

の
後
、
フ
イ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
北

上
の
動
き
に
合
わ
せ
て
本
州
に
接
近

し
、
約
60
万
年
前
に
衝
突
し
て
現
在
の

半
島
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
衝
突
後
、

20
万
年
前
ま
で
は
半
島
上
の
あ
ち
こ
ち

で
火
山
の
噴
火
が
続
き
ま
し
た
。
天
城

山
や
達
磨
山
と
い
っ
た
伊
豆
の
大
型
火

山
が
誕
生
し
、
現
在
の
半
島
の
骨
格
を

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　

半
島
周
辺
に
は
多
く
の
景
勝
地
と
温

泉
が
あ
り
、
豊
か
な
海
産
物
等
に
恵
ま

れ
、
大
都
市
近
郊
の
観
光
地
と
し
て
発

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 78

　

平
成
28
年
9
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
０
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲富士溶岩でできた鮎壺の滝

▲南の海底からやってきた伊豆半島

▲伊豆について発表する高校生

展
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
三
島

付
近
に
は
約
1
万

年
前
に
富
士
山
か

ら
流
れ
出
た
溶

岩
が
台
地
と
な

り
、
半
島
と
一
体

化
し
た
景
観
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
遠
洋
漁
業
の
町
「
沼

津
」
は
昔
か
ら
東
海
道
の
要
衝
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し

た
。「
伊
豆
の
踊

子
」
の
舞
台
の
天

城
峠
や
熱
海
・
伊

東
温
泉
な
ど
見
ど

こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
Ｙ
さ
ん
（
50
歳
女
性
）

　

３
日
前
に
、「
オ
ー

ル
電
化
に
し
て
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
れ
ば
電
気

代
の
節
約
に
な
る
。
売
電
収
入
が
得
ら

れ
る
の
で
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
も
支
払
い

が
賄
え
、
実
質
的
な
負
担
が
な
い
」
と

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
自
己
負
担
が

な
く
節
約
に
な
る
な
ら
と
思
い
契
約
を

了
承
し
、
明
日
、
契
約
書
を
持
っ
て
く

る
。
知
人
に
相
談
し
た
ら
「
そ
ん
な
に

う
ま
く
い
か
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
な
ら
断
り
た
い
。

■
気
象
状
況
な
ど
で
か
わ
り
ま
す
！

　

太
陽
光
発
電
の
発
電
量
は
日
射
量
が

重
要
な
要
素
に
な
り
ま
す
。
設
置
条
件

や
家
庭
で
の
電
気
の
使
用
状
況
に
よ
っ

て
も
売
電
量
は
変
わ
る
の
で
、
必
ず
し

も
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
通
り
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
売
電
収
入
が
保
証
さ
れ
る
よ

う
な
勧
誘
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
！

　

電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
で
契
約
し
た

場
合
に
は
、
契
約
日
か
ら
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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まちの求人案内
―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（パート）

平成 28年 10月 19日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8時 30分～午後 8時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
浜坂七釜温泉病院 看護師 18以上 200 ～ 220

准看護師 18以上 200 ～ 210
㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
㈱マルワ渡辺水産 旅館の営業 不問 250 ～ 350
株本建設工業㈱ 営業 30 以下 157 ～ 265

㈱メフォス 栄養士 59 以下 200 ～ 220
給食調理 59 以下 141 ～ 146

㈱田中工業所 配管工 不問 180 ～ 250
土木技術者 不問 180 ～ 250

㈱ふたかた 鉄筋工 不問 176 ～ 230
㈲ラッキー美容院 美容技術 不問 150 ～ 250
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205
㈱ハマサカ建設コンサルタント 測量士 59 以下 158 ～ 270
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 180 ～ 250

㈱隆栄水産 フロアマネージャー 不問 200 ～ 230
売店員 不問 155

㈱リフティングブレーン 食品製造 不問 154 ～ 172

㈱三島組 土木作業員 18 以上 176 ～ 220
土木技術者（見習い可） 18 以上 170 ～ 300

㈱織戸組 現場作業員 不問 169 ～ 308
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 136 ～ 144
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250

フジッコ㈱ 一般事務 不問 151 ～ 168
製造職 不問 151 ～ 168

㈱森昌食品 ゆば加工 不問 137 ～ 142
山陰造園土木㈱ 土木作業員・技術者 45 以下 176 ～ 250
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 50 以下 162 ～ 324
さかい歯科医院 歯科助手 不問 145 ～ 155
岩本興業 土木作業員 40 以下 172 ～ 280
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 134 ～ 164
㈲三重水産 水産加工員 不問 134 ～ 147
グループホーム	ありがとう 介護員 不問 136 ～ 160
特別養護老人ホーム	はまさかの里 看護師 不問 194 ～ 224

（温泉地域）

㈱井筒屋
サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254
販売接客スタッフ 不問 142 ～ 151
フロント・会計事務 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里

介護職 18 以上 185 ～ 244
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
相談員 不問 188 ～ 248
ケアマネージャー 不問 195 ～ 256

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 194 ～ 264
㈱西沢製作所 配送運転手 不問 146 ～ 155
㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 220
㈱みさき 営業 30以下 206 ～ 235

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
調理 不問 230 ～ 300

㈱いなば 警備員 18以上 151 ～ 259

森田歯科医院 歯科助手 不問 135 ～ 145
歯科衛生士 不問 150 ～ 190

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 146
営業 64以下 169

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱赤坂土建 土木技術者 18以上 200 ～ 300
㈱とみや旅館 フロント係 30以下 150 ～ 300
㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 145 ～ 160
㈱ワイズケア 柔道整復師・鍼灸師 不問 192 ～ 207
新温泉町社会福祉協議会 事務 40以下 159 ～ 240

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱朝野家
客室係 不問 194 ～ 216
販売係 不問 150 ～ 170
営業係 18以上 150 ～ 170

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝・販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080～2,400

（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 店内係 不問 1,000

鮮魚 不問 1,000
ミネル㈱ 塾講師 不問 1,400～2,000

㈱マル海渡辺水産 販売 不問 820 ～ 1,200
フロアスタッフ 不問 820 ～ 1,200

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820 ～ 900
㈱さとうフレッシュフロンティア 食品売場 不問 819
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 35 以下 820 ～ 850
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,200
㈱リフティングブレーン 計量・包装 不問 1,000
フジッコ㈱ 計量・包装 不問 840 ～ 850
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 820 ～ 850
㈱第一食品 調理補助 不問 820
㈱隆栄水産 売店員 不問 900
グループホーム	ありがとう 介護員 不問 850 ～ 1,000
㈱北兵庫 運転手 18 以上 819
㈱メフォス 調理補助他 59 以下 820 ～ 845
㈱コメリ 販売員 不問 819

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
会計スタッフ 不問 850～ 900
販売接客スタッフ 不問 850
案内スタッフ 不問 900
調理補助 不問 850
宴席準備・布団敷き 不問 850

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 820 ～ 870
フロント予約 不問 820 ～ 920
レストランスタッフ 不問 820 ～ 920
キッチンスタッフ 不問 820 ～ 920
洗い場スタッフ 不問 820 ～ 870
施設管理スタッフ 不問 820 ～ 920

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,200～1,300
介護職 不問 940 ～ 980

㈱カドミセ 商品販売 不問 820 ～ 850
寿製菓㈱ 菓子製造 不問 950

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 820

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 850～ 900
㈱西沢製作所 溶接工 45以下 819
総本家		栃泉 製造職 不問 819

　（常　用）　（常　用）
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ら？あるいは、する必要がないから？それとも、し
たくてもできない社会だから？カミングアウトすれ
ば、たちまち偏見や差別を受けるから？親や兄弟さ
えも知らないことであって他人にいえないから？
…。その理由は様々でしょうが、もし、カミングア
ウトしたい人ができない社会であり、カミングアウ
トすればたちまち偏見や差別にさらされるとするな
ら、人権尊重のまちづくりの一員である私たちは、
もっともっとこの問題を真剣にとらえ、考え、話し
合っていかねばならないのではないでしょうか。
　この問題は LGBT の人たちだけの問題ではありま
せん。生活をともにしている私たちすべての問題と
して共有し、ともに取り組んでいくことが最も大切
なことだと考えます。

新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館	℡	82-3328

文化会館「観月会」を開催しました

「エル・ジー・ビー・ティー」ってなに？			＜その２＞

　文化会館教室生の交流を目的とした第 4回「観
月会」を、9月 17 日、文化会館で、教室生 45
人の参加を得て盛大に開催しました。
　２階大会議室では、生け花教室生が活けたスス
キの生け花と、料理教室生が作ったお月見団子、
芋がお供えされた厳かな雰囲気の中、着付教室生
が着付をお手伝いした茶道教室生によるお手前
で、参加者をおもてなししました。
　料理教室生が作ったお茶菓子の三色団子は、ウ
グイス粉、きな粉、あんこの三色で、程よい大き
さと絶妙の甘さで、抹茶をより味わい深くいただ
くことができました。
　今年の中秋の名月は 9月 15日で、その二日後
のこの日が満月でしたが、残念ながら当夜は雨模
様。空には雲がかかり、期待していた満月は見る
ことができませんでしたが、教室生の手作りによ
る観月会で、教室生がお互いに交流を深めるすば
らしい機会になりました。

　前月号で、LGBT の人の割合が左利きの人や血液
AB 型の人と同様に全人口の 7.6％だと紹介しまし
たが、最近のテレビを見ていると、LGBT だと思わ
れる人をたくさん目にします。多分ご自身でカミン
グアウト（告白）している人たちでしょう。また、
８月に開催されたリオデジャネイロオリンピックで
は「私は LGBT」と表明した出場選手が史上最多の
50 人以上であり、多様性をテーマの一つに掲げた
オリンピックの象徴的な出来事であったことも報じ
られていました。
　ところが、私たちの周囲に目を向けたとき、日常
生活の中で自分の周りに LGBT の人の存在を感じた
ことのない人がほとんどではないでしょうか。
　なぜでしょう。本人がカミングアウトしないか
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　10 月 20 日、浜坂多目的集会施設で、新温泉町立高
齢者大学宇都野学園「学園祭」が行われ、学園生など約
140 人が参加しました。
　ステージでは、学園生たちが、ダンスや歌謡、コーラ
スなど日ごろの学びの成果を発表しました。健康福祉講
座の受講生と講師の 18 人は、「３B体操」を披露。ひ
も状の用具「ベルダー」を使った体操を行いました。
　10月 24・25 日には、同大学とちのみ学園「学園祭」
が夢ホールと町民センターで行われました。

体で感じる迫力の演奏

楽しく学んでいます！

　ジャズ音楽を中心に全国で演奏活動を行っている「ブ
ラック	ボトム	ブラス	バンド」のメンバー 7人が、10月
27、28日の両日、浜坂認定こども園や浜坂北小学校、
夢が丘、浜坂の両中学校を訪問し演奏会を行いました。
　28日には浜坂北小学校を訪問し、定番のジャズ曲や
グループのオリジナル曲などを演奏。迫力の音楽と軽快
なトークで、会場に集まった全校児童291人と教職員、
保護者を魅了しました。
　11月13日には、夢ホールでコンサートを行います。

　10 月 23 日、八田コミュニティセンターで「音楽の
広場」を開催。鳥取市を中心に活動しているアマチュア
グループ「ナチュレ（代表：石谷奈納さん）」の 3人に
よるフルートアンサンブルの演奏が行われました。
　ディズニーやジブリなどのアニメ音楽、スターウォー
ズやハリーポッターなどの映画音楽、歌謡曲や唱歌など
幅広いジャンルの曲をフルートのきれいな音色で演奏。
小さな子どもからご年配の方まで来場した約 40人全員
が楽しめる演奏会でした。

きれいな音色を観賞

広報しんおんせん（11月号）

　道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷」（栃谷）の建
築工事を開始するにあたり、10 月 12 日、工事現場で
安全祈願祭が行われました。
　完成は来年夏で、瓦葺平屋建て建築面積 756㎡、物
販スペースや飲食スペース、展示コーナーや各種トイレ、
身障者用駐車場などを整備します。
　情報提供施設では、ジオパークをはじめとする観光情
報を集積し、パソコンやテレビなどで情報提供するとと
もに、観光プランの提案も行います。

来町者への情報提供の拠点に

H28（2016）.11.10
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　10 月 6 日、「霧ヶ滝トレッキング」（上山高原エコ
ミュージアム主催）を実施。前日に日本海を通過した台
風 18 号の影響が心配されましたが、町内外から 32 人
が参加しました。
　遊歩道入口から霧ヶ滝までの道のりは 2.4㎞。道中に
は、山越えや足元の悪い岩場などいくつかの難所があり
ます。途中、植物の説明などを受けながら進む
こと 2時間半、全員が無事「霧ヶ滝」に到着す
ることができました。

難所を越えて名勝「霧ヶ滝」へ

地元特産「赤イカ」美味しい！

まちの話題
すけっちしんおんせ

ん
すけっちしんおんせ

ん

広報しんおんせん（11月号）

　10 月 2 日、夢ホールで「観月のつどい」（新温泉町
文化協会主催）が行われ、140 人が来場しました。
　昨年までは会員相互の交流の場として「観月会」を行っ
ていましたが、今年から町民にも鑑賞していただける形
に変更。舞台では会員がそれぞれの活動を披露し、また、
「和交会」がお茶席を設け来場者をもてなしました。
　オカリナの演奏活動を行っている「バイカモ
リバース」は、優しい音色で「見上げてごらん
夜の星を」など 3曲を演奏しました。

ステージに映る「月」をバックに

　風光明媚な山陰海岸を楽しみながら歩いてもらう「山
陰海岸ジオパークウォーク in 因幡・但馬 2016」が 10
月8日に行われ、3つのコースに483人が参加しました。
　居組コミュニティセンターをスタートしたのは、岩
美町陸上を目指す 5㎞コースと浦富海岸を目指す 10㎞
コースの参加者 354 人。
　スタート直後に待ち構えるのは「七坂八峠」。参加者
たちは、居組の美しい景色を楽しみながら軽快に峠を
登って行きました。

　地元で水揚げされた「赤イカ」の美味しさを知っても
らおうと、浜坂漁協の「但馬西部沿岸一本釣協議会」が
赤イカ 69㎏を学校給食センターに無償提供。10 月 12
日の給食で、厚みのあるフライにして、町内の全小中学
校の児童・生徒に提供しました。
　浜坂南小学校では、全校児童69人と教職員が赤イカ
を味わいました。3年生12人のクラスでは、「噛みごた
えがあり、噛むほどに味が出る」「ころもと良く合って
美味しい」と好評でした。

景色を楽しみながらマイペースで
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H28（2016）.11.10

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

I N F O R M A T I O N

新
温
泉
町
防
災
訓
練

　

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
27
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

照
来
小
学
校　

体
育
館

▼
内
容　

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

お
け
る
避
難
所
の
開
設
と
運
営
の
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象　

温
泉
地
域
の
住
民
・
町
職
員

（
避
難
所
派
遣
職
員
と
管
理
職
）・
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
（
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
）
員

▼
問
合
せ　

町
民
課

　

℡
82
‐
５
６
２
１

秋
に
歌
い
奏
で
る　
　

も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト

　

明
る
い
音
楽
・
歌
声
響
く
町
と
し
て
、

日
頃
学
ん
で
い
る
も
の
を
演
奏
し
、
歌

い
ま
す
。

　

音
楽
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
互

い
の
心
の
交
流
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
団
体

　

町
内
の
学
校
及
び
音
楽
愛
好
者
、
音

楽
サ
ー
ク
ル
な
ど
11
団
体

※
今
年
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
早
稲
田
桜
子
さ
ん
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
早
稲
田
真
理
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

新
温
泉
町
文
化
財
愛
護
絵
画
作
品

「
地
域
の
宝
も
の
」
絵
画
作
品
展

　

新
温
泉
町
で
育
っ
た
子
供
た
ち
に
郷

土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
、
地
域
の
神
社
や
お

寺
、
巨
木
や
風
景
、
祭
り
や
行
事
な
ど
、

地
域
の
宝
も
の
を
大
切
だ
と
思
っ
て
描

い
た
作
品
１
０
１
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
水
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

八
田
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
写
真
展

写
し
て
絵
に
な
る
写
真

ベ
ス
ト
ア
ン
グ
ル

　

加
藤
文
太
郎
山
の
会
の
皆
さ
ん
が
撮

影
し
た
山
岳
写
真
展
と
新
温
泉
町
四
季

写
真
展
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
四
季

折
々
の
美
し
い
自
然
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。

　

芸
術
の
秋
を

迎
え
ま
し
た
。

あ
な
た
の
よ
い

撮
影
ポ
イ
ン
ト

の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

◇
加
藤
文
太
郎
山
の
会
山
岳
写
真
展

　

11
月
17
日
（
木
）
ま
で

◇
新
温
泉
町
四
季
写
真
展

　

11
月
19
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

　

と
も
に
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
17
日
と
27
日
は
午
後
４
時
ま
で

※
月
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

～
秋
風
に
誘
わ
れ
て
～　
　
　

オ
カ
リ
ナ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

地
元
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
バ

イ
カ
モ
リ
バ
ー
ス
」
が
奏
で
る
、
秋
に

ふ
さ
わ
し
い
可
憐
で
清
楚
な
オ
カ
リ
ナ

の
音
色
に
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
後
2
時
～
3
時

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

ま
ち
歩
き
案
内
所
「
松
籟
庵
」

　

℡
80
‐
１
１
２
６

お
知
ら
せ
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12
月
１
日
か
ら
『
国
民
健
康

保
険
証
』
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
12
月

１
日
か
ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◇
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
ハ
サ
ミ

で
切
る
な
ど
し
て
各
自
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
住
民
票
が
新
温
泉
町
に
な
い
学
生
の

方
で
、
学
生
用
の
保
険
証
が
必
要
な

方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、
在
学
証
明
書
か
学
生
証

の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

＊
新
温
泉
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
施

設
入
所
ま
た
は
学
生
で
な
い
方
は
、

原
則
、
新
温
泉
町
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◇
保
険
証
裏
面
で
、
臓
器
提
供
が
意
思

表
示
で
き
ま
す
。（
15
歳
以
上
の
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
記
入
で
き
ま
す

が
、
臓
器
や
年
齢
に
よ
っ
て
は
制
限

が
あ
り
ま
す
。）

◇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
は
、
主
治
医
や

薬
剤
師
と
相
談
の
う
え
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

　

温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

平
成
28
年
鳥
取
県
中
部
地
震

災
害
義
援
金
の
受
付

　

10
月
21
日
に
発
生
し
た
平
成
28
年
鳥

取
県
中
部
地
震
の
被
災
地
を
支
援
す
る

た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
、
義
援
金
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
全
額
被
災
地
に
お
届
け
し
ま
す
。

▼
募
金
箱
の
設
置
場
所
（
18
施
設
）

　

役
場
本
庁
舎
、
温
泉
総
合
支
所
、
浜

坂
多
目
的
集
会
施
設
、
文
化
会
館
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
、
サ
ン
シ
ー
ホ
ー

ル
浜
坂
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
、

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
、
浜
坂
先

人
記
念
館
、
ま
ち
歩
き
案
内
所
松
籟

庵
、
公
立
浜
坂
病
院
、
す
こ
や
か
～

に
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
、

夢
千
代
館
、
薬
師
湯
、
但
馬
牧
場
公

園
、八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

浜
坂
白
馬
公
園　
　
　

利
用
規
制
の
お
知
ら
せ

　

第
29
回
浜
坂
み
な
と
カ
ニ
ま
つ
り
の

来
場
者
向
け
臨
時
駐
車
場
と
し
て
浜
坂

白
馬
公
園
の
駐
車
場
及
び
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
使
用
す
る
た
め
、
一
時
的
に

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
利
用
規
制
の
期
間

　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
前
７
時
～
午
後
２
時

▼
利
用
規
制
の
場
所

　

浜
坂
白
馬
公
園
駐
車
場
及
び
多
目
的

　

グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
合
せ　

建
設
課

　

℡
82
‐
３
１
１
５

▼
受
付
期
限　

11
月
25
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

白馬公園白馬公園
規制場所

浜坂温泉保養荘

税
を
考
え
る
週
間　
　

（
11
月
11
日
～
17
日
）

個
人
住
民
税　
　
　
　

特
別
徴
収
の
推
進　

	　

～
平
成
30
年
度
か
ら
完
全
実
施
～

　

近
畿
2
府
4
県
と
全
て
の
市
町
村
で

は
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
30
年
度
の
完
全

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
税
」
の
書
道
作
品
展

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
ち
な
み
、

豊
岡
税
務
署
管
内
の
小
学
生
か
ら「
税
」

に
関
す
る
書
道
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。
町
内
か
ら
は
30
点
の
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

11
月
15
日
（
火
）
ま
で

◇
町
民
セ
ン
タ
ー

　

11
月
16
日
（
水
）
～
22
日
（
火
）

　

と
も
に
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
問
合
せ　

税
務
課

　

℡
82
‐
３
１
１
３
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肝
臓
専
門
医
に
よ
る
医
療
講
演
会

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
救
済
制
度
の

無
料
相
談
会

▼
医
療
講
演
会

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
る
た

め
、
自
覚
症
状
が
無
い
ま
ま
症
状
が
進

行
し
、
気
付
い
た
時
に
は
既
に
肝
硬
変

や
肝
が
ん
に
進
行
し
て
い
る
例
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

肝
硬
変
・
肝
が
ん
の
９
割
は
Ｂ
型
又

は
Ｃ
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
原
因
で

あ
り
、検
診
に
よ
る
早
期
の
感
染
自
覚
、

ま
た
早
期
の
治
療
へ
の
取
組
が
症
状
の

進
行
を
抑
え
、
病
気
の
治
癒
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

現
代
肝
臓
病
と
言
わ
れ
、
成
人
の
３

人
に
１
人
が
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ

る
『
脂
肪
肝
』
の
お
話
も
含
め
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
治
療
の
最
新
の
知
識
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。

▼
救
済
制
度
説
明
会
と
無
料
相
談

　

現
在
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
幼
少
期
の
予
防

接
種
や
、
出
産
等
の
際
に
止
血
目
的
で

血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
、
そ
の
結
果
Ｂ

型
又
は
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
方
に
対

し
て
、
国
が
治
療
費
等
の
填
補
を
目
的

と
し
て
一
定
の
給
付
金
を
支
給
す
る
制

度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
の
終
了
後
に
は
、
Ｂ
型
、
Ｃ

型
肝
炎
に
関
す
る
救
済
制
度
の
無
料
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望
を

さ
れ
る
方
に
は
、
個
別
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
3
日
（
土
）

　

午
後
2
時
～
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館

▼
参
加
費　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

▼
問
合
せ　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
大
阪

　

原
告
団
・
弁
護
団

　

担
当
弁
護
士　

玉
田
欽
也

　

℡
（
０
６
）
６
８
０
９
‐
２
１
４
４

労
働
保
険
適
用
推
進
強
化
月
間

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
推
進
強
化

月
間
」
で
す
。

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、

労
働
者
を
1
人
で
も
雇
い
入
れ
た
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
、
雇
用

保
険
）
の
加
入
手
続
き
を
し
て
、
労
働

保
険
料
を
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
ま
だ
さ

れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
従
業
員
が
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
今
す
ぐ
お
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

豊
岡
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
５
１
４
５

育
児
・
介
護
休
業
法
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

が
変
わ
り
ま
す

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
や
家
族
の
介

護
が
必
要
な
時
期
に
、
男
女
と
も
に
離

職
す
る
こ
と
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か

ら
次
の
点
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
育
児
・
介
護
休
業
法

◇
介
護
休
業
の
分
割
取
得

◇
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の
取
得

単
位
の
柔
軟
化

◇
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短

縮
措
置
等

◇
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の
免
除

の
新
設

◇
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業
・
介

護
休
業
の
取
得
条
件
の
緩
和

◇
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子
の
範

囲
の
拡
大

▼
育
児
・
介
護
休
業
法
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法

◇
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ
・
パ
タ
ハ
ラ
な

ど
の
防
止
措
置
の
新
設

▼
問
合
せ　

兵
庫
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
部　

指
導
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
０
８
２
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き

　

11
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　

11
月
19
日
（
土
）・（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
相
談
電
話
番
号

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
公
務
局
職
員

▼
問
合
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
９
２
‐
１
８
２
１
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募　

集

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

正
月
飾
り
つ
く
り

　

お
正
月
に
備
え
て
、
正
月
飾
り
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

12
月
4
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円

　

小
中
学
生
８
０
０
円
（
小
学
生
は
保

　

護
者
同
伴
）

▼
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

11
月
27
日
（
日
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
つ
く
り

　

つ
づ
ら
の
蔓
で
、
個
性
を
生
か
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

▼
と
き　

12
月
4
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▼
参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円

　

小
中
学
生
８
０
０
円

▼
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

11
月
27
日
（
日
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

※
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

毎
年
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、
た
め
ら
わ
ず

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
連
絡
者

や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

▼
連
絡
先

　

豊
岡
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４

　

健
康
福
祉
課

　

℡
82
‐
５
６
２
０

外
国
人
観
光
客
を
迎
え

る
た
め
の
英
会
話
講
座

　

外
国
の
お
客
さ
ま
へ
の
お
も
て
な
し

の
心
と
実
践
的
な
英
会
話
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
15
日（
火
）、22
日（
火
）、

　

12
月
13
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
内
容

　

接
客
の
基
本
、
観
光
案
内
な
ど

第
13
回
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
山
陰
海
岸

　

国
内
外
か
ら
ト
レ
イ
ル
ハ
イ
ク
の
達

人
が
大
集
合
。
山
陰
海
岸
の
自
然
を
味

わ
い
な
が
ら
、
ト
レ
イ
ル
の
魅
力
を
堪

能
す
る
2
日
間
で
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム

◇
と
き　

12
月
3
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

◇
と
こ
ろ　

鳥
取
市
民
会
館

◇
内
容　

3
部
に
分
か
れ
て
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
定
員　

３
０
０
人

◇
参
加
費　

無
料

◇
そ
の
他　

同
日
午
後
6
時
か
ら
交
流

会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

ト
レ
イ
ル
体
験
ツ
ア
ー

◇
と
き　

12
月
4
日
（
日
）

　

午
前
7
時
50
分
～

◇
と
こ
ろ　

鳥
取
駅
南
口
集
合

◇
内
容　

4
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

海
岸
コ
ー
ス
、
ジ
オ
満
喫
コ
ー
ス
、

砂
丘
横
断
コ
ー
ス
、歴
史
・
里
山
コ
ー

ス
◇
定
員　

各
コ
ー
ス
30
人

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

　

://sanin-geotrail.net/

）
で
確
認

し
て
い
た
だ
く
か
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
所
定

の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

11
月
18
日
（
金
）

▼
申
込
み

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ル
協
議
会

　

℡
（
０
８
５
７
）
26
‐
０
７
５
６

　

Fax		（
０
８
５
７
）
29
‐
１
０
０
０

　

電
子
メ
ー
ル

　

info@
sanin-geotrail.net

▼
募
集
人
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
３
回
通
し
て
参
加
で
き
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
講
師

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

藤
田
光
雲

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＆　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き

　

11
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
部
門　

Ａ
リ
ー
グ
・
Ｂ
リ
ー
グ

◇
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
・
在
学
の
方
（
高
校
生
以
上
）

◇
チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
選
手
計
15
名

以
内
。
女
子
２
名
以
上
が
常
時
出
場

◇
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
部
門　

一
般
の
部
・
一
般
女
子
の
部
・

ふ
れ
あ
い
の
部
（
小
学
生
と
大
人
）

◇
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
も
し
く
は

在
勤
・
在
学
の
方

◇
チ
ー
ム
編
成　

部
門
別
の
基
準
を
満

た
し
た
８
名
以
内
。
他
チ
ー
ム
と
の

２
重
登
録
は
不
可
。（
親
睦
バ
レ
ー

と
の
重
複
登
録
は
可
）

◇
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

11
月
21
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

	

℡
82
‐
１
６
１
６

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
４
月
入

学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間

　

12
月
1
日
（
木
）
～
3
月
20
日
（
月
）

▼
問
合
せ

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

　

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
８
０
５
‐
０
０
５
２

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
、
受
験
生
等

の
皆
さ
ん
に
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
「
冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
内
容

◇
研
究
科
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
入
試
に

つ
い
て
の
説
明

◇
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学

◇
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研
究
紹
介

◇
個
別
相
談
＆
在
学
生
と
の
交
流

▼
そ
の
他　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

▼
問
合
せ　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９

平
成
29
年
度
公
立
豊
岡

病
院
組
合
職
員
募
集

▼
募
集
職
種　

視
能
訓
練
士

▼
人
数　

1
名

▼
受
験
資
格　

視
能
訓
練
士
免
許
取
得

者
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
で
、
30

歳
以
下
の
方
（
平
成
29
年
4
月
1
日

時
点
）

▼
試
験
日　

12
月
11
日
（
日
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
4
月
1
日

▼
応
募
期
限　

12
月
7
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

当
病
院
組
合
指
定
の
様

式
に
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
持
参

ま
た
は
郵
送

※
当
病
院
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

　

//w
w
w
.toyookahp-kum

iai.or.jp

　

/

）
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合

　

統
轄
管
理
事
務
所
総
務
部
人
事
課

　

℡
０
７
９
６-

２
２-

６
１
１
１

試　

験
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離
職
者
等
再
就
職
訓
練

受
講
者
募
集　

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
し
て
就
職
を

有
利
に
！
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
資
格　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
申
込
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど

▼
会
場　

日
高
職
業
訓
練
協
会

▼
受
講
期
間

　

1
月
18
日
（
水
）
～
3
月
17
日
（
金
）

▼
定
員　

16
名

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
間

　

11
月
21
日
（
月
）
～
12
月
22
日
（
木
）

※
受
講
者
の
選
考
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

但
馬
技
術
大
学
校
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

◇
ほ
か
に
も
各
種
講
座
を
随
時
開
設
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平成 28年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

職種 採用人員 職務内容 応募資格等 賃金等 配属先 採用期間 勤務時間等

保育教諭
又は保育
補助員

1名 保育業務

満65歳未満
保育士又は幼稚
園教員免許（免
許のない方でも
応募可能です）

免許のある方
日額	7,300円

免許のない方
日額	6,400円

認定こど
も園

平成 28年 12月 1日
～平成 29年 3月 31日

午前 8時 30分～午後 5時
（早出遅出、土曜日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

医療事務
専門員

1名
病院での医
療専門事務

満 65歳未満
医療事務職技能
認定合格証等

日額	6,600円
公立浜坂
病院

午前 8時 30分～午後 5時 15分
（土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

介護員 1名 介護業務 満65歳未満 日額	6,800円
介護老人
保健施設
ささゆり

午前 8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

看護師又
は准看護
師

１名
病院又は診
療所での看
護業務

満65歳未満
看護師・准看護
師免許

日額	8,800円
公立浜坂
病院又は
診療所

午前 8時 15分～午後 5時
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

スクール
アシスタ
ント

1名

小学校の障
がい児童生
徒の教育相
談及び学習
活動支援補
助業務

満65歳未満
小・中学校また
は幼稚園教諭の
免許（免許のな
い方でも応募可
能です）

免許のある方
日額	6,800円

免許のない方
日額	6,400円

浜坂南小
学校

午前 8時～午後 4時 45分
社会保険・雇用保険加入

　※年齢は、平成 28年 4月 1日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　	※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。
◇受付期間　11月 11日（金）から 11月 22日（火）まで
◇面接日時　11月 25日（金）午後 5時 30分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111
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第２回ガーデニング（寄せ植え）教室
　秋から春に向けた寄せ植えを作ります。
▼とき　11月 23日（水）午前 9時 30分～
▼ところ　新温泉町民センター　第 3会議室
▼参加費　1,500 円
▼募集期限　11月 16日（水）
▼問合せ
　新温泉花とみどりの里づくり推進協議会

　　（農林水産課内）　　　℡ 82-5626

広報しんおんせん（11月号）

11 月号
vol.134

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

H28（2016）.11.10

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

9 月 16 日～ 10 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　11月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,205 人 （±    0）

　男 7,233 人 （ー    8）

　女 7,972 人 （＋    8）

世帯数 5,770 世帯 （＋    3）

ご結婚おめでとう

うぶごえ

国民健康保険税第 4期
納期限 11月 30 日（水）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　　税務課　℡ 82-3113

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
  ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （

ス
マ

ホ
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/sp 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.lg.jp　

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日


